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農
村
開
発
分
野
で
は
、
10
年
以
上

に
わ
た
り
、
主
に
サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア

フ
リ
カ
地
域
で
稲
作
振
興
の
支
援

業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
開
発
途
上
国
で
の
民

間
開
発
投
資
に
も
積
極
的
に
参
入

し
て
い
く
方
針
を
掲
げ
る
。
そ
の

一
環
で
現
在
、
官
民
連
携
に
よ
る

戦
略
的
事
業
の
形
成
、
実
施
・
運

営
管
理
に
至
る
ま
で
幅
広
く
手
掛

け
て
い
る
。
事
業
活
動
を
通
じ
て
、

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
へ
の
貢
献
に
も
力
を
注
ぐ
。

　

事
業
を
通
じ
て
目
指
す
の
は
、

国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
役
割

と
地
位
の
向
上
、
相
互
理
解
の
促

進
な
ど
だ
。
求
め
る
人
材
像
は
、

多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持

つ
人
々
と
辛
抱
強
く
議
論
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
＂知
的
体
力
＂

が
あ
る
人
。
自
身
の
考
え
を
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
力
は
も
ち
ろ
ん
、

現
地
の
視
点
に
立
っ
て
物
事
を
捉

え
る
柔
軟
性
も
求
め
ら
れ
る
。
想

定
外
の
事
態
に
臨
機
応
変
に
対
処

す
る
力
も
不
可
欠
と
い
え
よ
う
。
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1,500万円
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都市・地域開発、農業・農村開発、
環境管理、マクロ経済、産業開発、
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「
開
発
協
力
を
通
じ
て
、
よ
り
良

い
世
界
の
実
現
に
貢
献
す
る
」
を

企
業
理
念
に
掲
げ
る
株
式
会
社
レ

ッ
ク
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
。

１
９
９
５
年
の
設
立
以
来
、
総
合

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
と

し
て
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

案
件
を
中
心
に
実
績
を
積
み
重
ね

て
き
た
。

　

同
社
の
事
業
の
最
大
の
強
み
は
、

ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
バ
ラ
ン
ス
が

取
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
手
掛
け

る
分
野
は
都
市
・
地
域
開
発
か
ら

国
土
計
画
、
農
業
・
農
村
開
発
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
ま
で
多
岐
に

わ
た
る
。
い
ず
れ
の
事
業
に
お
い

て
も
、
政
策
の
決
定
か
ら
現
場
で

の
技
術
移
転
ま
で
、
総
合
的
な
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
点

も
魅
力
の
一
つ
だ
。

　

昨
今
で
は
、
都
市
・
地
域
開
発

事
業
と
し
て
ブ
ー
タ
ン
で
の
全
国

総
合
開
発
計
画
２
０
３
０
策
定
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
モ
ン
ゴ
ル
の
国

家
総
合
開
発
計
画
策
定
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
の
実
績
が
あ
る
。
農
業
・

政
策
か
ら
技
術
移
転
ま
で

官
民
連
携
に
も
注
力

“
知
的
体
力
”
と
柔
軟
性
、

臨
機
応
変
さ
が
不
可
欠

「35歳で国際協力」を
夢にキャリアを構築

シエラレオネで
中小農家の育成支援

 コンサルタント事業部
コンサルタント

今泉 俊輔さん

名古屋大学農学部
資源生物環境学科卒業

名古屋大学大学院
生命農学研究科修了 

貿易商社に勤務 

「田舎で働き隊」
（現・地域おこし協力隊）
として愛媛県で
地域興しに従事

公益社団法人
国際農業者交流協会
実施の国内外農業
研修事業に参加

有機農業生産企業で
農産物の生産・営農を
担当
伊賀有機農業推進
協議会で技術開発・
普及を担当

青年海外協力隊
（フィリピン／野菜栽培
隊員）に参加 

レックス・
インターナショナルに入社

　もともと食に対する関心が高く、大学や大学院で
は稲作の研究をしていました。ゼミの指導教授が青
年海外協力隊出身で国際協力関連プロジェクトに従
事していたことが、この業界に興味を抱いたきっか
けです。
　卒業後は「35歳までに国際協力の仕事をする」
を目標に、まずは新卒で１年ほど貿易商社に勤めま
した。その後体験した、田舎で働き隊（現・地域お
こし協力隊）や公益社団法人が実施した国内外の農
業研修事業、青年海外協力隊（フィリピンで野菜栽
培隊員）などの活動を通じて、農業の現場で役立つ
知識や技術を磨きました。専門分野の軸を食料問題
に定め、キャリアに一貫性を持ちながら、その時の
自分に足りないスキルを仕事で身に付けてきた結果、
長年の夢だった開発コンサルタントになることがで
きました。

　2020年度からシエラレオネの稲作振興支援プロジェクトに携わって
います。現地の農業普及員を通じて、農家を育成するのが主な業務です。
　農家指導には、どのような普及教材を作るかがカギになります。当社の
同僚が紙芝居を作成し、まずは普及員に稲の生育に関する基礎知識や肥料
の与え方などまでを伝授します。加えて、各普及員にスマートフォンを配
布し、アプリ経由で普及員が農家に対して行うセミナーの実施状況や、そ
れを受けての農家の理解度などを報告してもらいます。そのデータを私や
当社のチームで収集・分析してモニタリングしています。
　出張ベースで業務を進めていくので、海外の現場では目の前の業務に追
われがちですが、限られ
た時間のなかで現地の人
たちと信頼関係を築き、
ニーズを引き出す必要が
あります。現場対応力を
磨きつつ、中小規模農家
の生活が改善するような
仕組みを構築していきた
いと考えています。

シエラレオネで指導をした普及員が農
民にセミナーを行う様子

モンゴルにてプロジェクトのキックオフ
ミーティングを行う


